
本研究で扱う問題

目的
• 固有値解法の高速化

• コプロセッサ CSX600 を利用

問題点
• データ転送がボトルネック

（行列乗算は高性能に実行可能）

解決策
• 固有値解法のアルゴリズムを改良

行列乗算の使用率を増加 （コプロセッサの有効利用）
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